
今年も小学生を対象に、田中信行さんの指導の下、駒打ち体験（原木にドリルで駒の入る

位の大きさの穴を開け、種駒を埋め込む作業。 種駒を埋め込んで、きのこが生える状態にな

った原木を「ほだ木」と言います）を実施しました。別府市役所農林課の方や「中山間」の方も

来ていただいていました。二人（三人）一組で、用意していただいた約６０本の原木（１本につ

き、１６個の穴）に金槌で、種駒を打ち込みました。 

また、特別に６年生には、ドリルで木材に穴をあける体験もさせていただきました。 

    
                  

早朝から群発する地震の揺れの激しさと子どもたちの様子（泣いたり、不安を訴える）から、９

時の段階で保護者に引き渡す判断をしました。４月２１日（月）朝、地震について、私から以下

の内容について、全校放送を行いました。①４月１６日（水）に行った地震を想定した避難訓練

が功を奏したこと。地震が収まるまでの間、身体を守る姿勢、また整然と避難する様子は、大変

見事だったこと。日頃からの訓練・意識づけが大切。②避難した運動場で、保護者を待つ間、

不安を抱える児童の様子をみて、「励ますために、じゃんけん大会をやってよいか？」と提案し

てくれた児童会長さんは、よく気づいたこと。確かにみんな元気になりました。③県教育委員会

に派遣要請した緊急スクールカウンセラー（子どもたちがよく知っている小野先生を要望）が来

てるから、いろんな気持ちを聴いてもらえること。                                           
                                                      

                                                 

 

『学校(園)の教育目標』 多様性を尊重し、自他のよさを認め合い、主体的に学ぶ東山の子 
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今後、不安を感じた時は、いつでも、だれに

でも（校長先生でも）相談をして、悩みや不安な

気持ちを一人で抱え込まないこと。    
④これからも地震発生の可能性は続く。今回の

体験や避難訓練の大切さをあらためて考えて、

想定して、ご家庭でも備えてほしいこと。 

これらを伝えています。 

 
【4/18 運動場に避難した児童生徒の様子】 

 


